主題「くすりは正しく使ってこそくすり」
京都市立中学校教育研究会保健部会
１．主題設定の理由

新学習指導要領における「医薬品の正しい使用」に関する指導内容は，これまでと同様に現行学習指導要領の内容が継承され「医薬品には，主作用と副作用があること，及び使用回数，使用時間，使用量などの使用法があり，正しく使用することについて理解できるようにする」指導が求められています．
医薬品に関する指導においては，指導者に基礎的知識が求められている背景があることから，学校現場の指導においても生徒の学習（医薬品の正しい使い方）の理解を図るために苦慮されている先生方も多数おられると思われます．
そこで「くすりは正しく使ってこそくすり」と主題を設定し，保健授業の指導に役立てていただけるように「(一社)くすりの適正使用協議会」が作成した小冊子をもとに授業展開例を示しました．
２．学習を進めるための準備物

①小冊子「くすりは正しく使ってこそくすり！」*
②血中濃度パネル　**（スライドでも代用可）
③医薬品の添付文書
④授業展開用スライド *
⑤ワークシート（要作成）
　　　*①④　一般社団法人 くすりの適正使用協議会　小冊子PDFおよびスライドのダウンロード：

http://www.rad-ar.or.jp/use/kusuri-gb/
**②　一般社団法人 くすりの適正使用協議会　マグネパネル

http://www.rad-are.com/textbook/rental/index.html
「くすりは正しく使ってこそくすり」授業展開例
指導目標

(1)くすりは主作用と副作用を併せもっていることを理解できるようにする．
(2)くすりには使用回数，使用量，使用時間など使用法があることを理解できるようにする． 

(3)くすりの説明書には重要な事項が記載されており，使用の際に必ず読む必要があることに気付くことができるようにする．
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	○自然治癒力と健康三原則を理解する．
〇自然治癒力とくすり（医薬品）の関係について理解する．
	○自然治癒力とは，自分のからだに備わっている能力
であり，病気やけがを回復させる力であること，また，自然治癒力の維持は，健康三原則を守る生活習慣と深く関わっていることに触れる．
○自然治癒力が弱った時には，くすりの力を借りて回復させるという自然治癒力とくすりの関係に気付くことができるようにする．
＊上述２点の学習項目のうち自然治癒力は学習の初期段階で押さえる内容であるため，小冊子p2から説明を行い，小冊子p1は，４コマ漫画を活用して自然治癒力が弱った時にくすりを使用することにより自然治癒力を助ける働きがあることを押さえる．
【小冊子：p1～p2】
	

	展開

Ⅰ
	

	
	

	
	〇くすりの相互作用に

ついて理解する．
○くすりの主作用・副

作用について理解

する．
	〇Q2の質問からくすりの相互作用について小冊子を活用して，次の学習項目につながるように指導する．
【小冊子：p3】
○くすりは，主作用と副作用を併せもっていることを理解
できるようにする．
・主作用→くすりの本来の目的である病気を治したり　　　　　症状を軽くしたりする働き

・副作用→くすり本来の目的以外の好ましくない働き　　　　   【小冊子：p4】
	

	
	
	

	
	○副作用が起こる主

な原因について考

える．
	○副作用が起こる主な原因

①くすりの性質によるもの→（痛み止めをのんだら胃
　が痛くなった）
②体質→（アレルギー体質）

③のみあわせ／相互作用→（他のくすりと一緒にのんだ）

④使い方→（多くのんでしまった）

⑤予期できないもの→（新しい副作用）

＊生徒の実態に応じて上述①～⑤の（　）内の語句が
回答のヒントになるように指導を行う．
【小冊子：ｐ3・4】
	

	
	
	

	
	○血中濃度について

理解する．
	くすりをのむと体内の血中濃度（「体の中のくすりの量」）が高くなることに触れる．（ここでの学習は，血中濃度の意味を簡単に説明する程度に留め，次の学習内容に繋がるように指導する）
	

	展開
Ⅱ
	
	くすりの効果は，常に体内血中濃度と関連していることについてグラフを分析し，互いに意見交換することができる．
（思考・判断・表現力）

決まりを守らないくすりの使用は主作用が得られないばかりか

逆に副作用が起こる可能性があることを理解している．
（知識・技能）

	
	〇くすりの効き目は

血中濃度（「体の中

のくすりの量」）と

関係していること

をグラフから読み

取り，発見したこと

をまとめる．

〇くすりの効き目が現れる範囲を維持するには使用法（用法・用量）を守る必要があることを理解する．
〇くすりを正しく使うには，説明書（添付文書）を読むことが必要であることを理解する．
	〇くすり（医薬品）の効き目は，体の中のくすりの量（血中濃度）と関係しているため，正しく使用する必要があることを理解できるようにする．
〇くすりは，使用法を守り正しく使用する必要があることに気づくことができるようにする．
　　　　　　　　　
【小冊子：p5（豆知識を参考にする）】

〇くすりの説明書（添付文書）を用いて，正しい使用

法を確認し，使用の際には，説明書（添付文書）を

読む必要があることに気付くことができるようにする．
【小冊子：p6～p8】
	

	まとめ
	本時の振り返り
＊くすりの主作用と副作用について整理する．
＊血中濃度を維持するためのきまりについて整理する．
＊くすりを使用する前に確認すべきことを整理する．
	〇くすりには主作用と副作用があることを確認させる．
○決まりを守って使用する必要があることを再度押さえる．
○くすりを使用する際には，説明書を読む必要があることを再度押さえる．

	


Ｑ1：からだには，自然治癒力が備わっていることを知っていますか？





Ｑ2：くすりはリスクにもなるって知っていますか？





Q3：副作用が起こる主な原因を考えよう？





Q4： 体内のくすりの血中濃度って何ですか？





【グループ活動】


くすりの血中濃度のグラフから，くすりの使い方によって血中濃度と効果と使用法はどのように関係するのかを考える．
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